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切歯部 犬歯部 小臼歯部 大臼歯部
歯槽頂 十 井 十 井
頬側 十 十 ± 一
舌　側 ± ± 一 一
図9：下顎骨歯槽部吸収度
部の吸収度には関係がないように思われる．
　以上の結果をまとめたのが図9である．吸収度
の最も強いのは，歯槽頂で特に犬歯部，大臼歯部
でその緻密骨は薄くなっている．ほとんど吸収が
認められないのが頬側の外斜線部，舌側の顎舌骨
筋線部で，この綴密骨は厚かった．また舌側のオ
トガイ棘の部分はほとんど吸収されず緻密骨の厚
さに変化がなかった．
　この結果より切断標本を復元して，全顎骨膜下
インプラントの設計を行なってみると，次のよう
になった（図10）．
　フレームは舌側では，可求的に顎舌骨筋線に近
づけ，前歯部では，ナトガイ棘をさけ，その上方
に位置する様にする．頬側では，外斜線の下方に
設定し，オトガイ結節の上方の部にフレームを設
定するのが最も良いと考えられた．
　歯槽頂部では，歯槽頂をまたぐフレームは前歯
部は犬歯と前歯の間に置くのが良く，正中に置か
ないのは，尖鋭な緻密骨が残り，かつ薄いからで
ある．
　臼歯部では，大臼歯部にフレームを置くのが理
想的である．
図IO：連続切片の復元後インプラント設計
　フレーム後縁は，日後結節後方にまで延ばす必
要がある．これは解剖学的に筋付着部と一致する
からである、
　以上のことから，吸収のいかんにかかわらず緻
密骨の厚径の変化のない頬側では，外斜線からオ
トガイ孔上部，オトガイ結節を結ぶ線舌側では
内斜線から顎舌骨筋線，オトガイ棘を結ぶ線の付
近に骨膜Fインプラントのフレームを設定するこ
とが望ましいと考えられる（図11，12）．
　しかしF顎骨体の成長，発育によってもこの厚
径には差があると思われ，今後より多くの顎骨に
ついてこれを計測して行かなけれぽならないと思
うと共に，顎運動に伴う筋付着部付近の結合組織
の厚さや可動性なども考慮して行きたいと思う、
結 論
　異った吸収形態を持つ無歯顎下顎骨の横断標本
を作製し，その緻密骨の厚径を計測し，緻密骨の
状態と従来の設計によるフレーム部位との関係に
94 大口：無歯下顎骨の緻密厚径について
図ll：歯槽基底汀：筋付着部　タト面
図12：歯槽基底部筋付若部　内面
ついて検討した結果，吸収のいかんにかかわらず
緻密骨の厚径の変化のない頬側でdま，外斜線から
オトガイ孔上部，オトガイ結節を結ぶ線．舌側で
は，内斜線から顎舌骨筋線，オトガイ練を結ぶ線
の付近に骨膜ドインプラントのフレームを設定す
ることが望ましい．
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